
 

 

 

 

いよいよ令和４年度がスタートしました。今年度は、学校教育目標を『みんなが力のつ

く楽しい学校』とし、その実現に向けて取り組んでまいります。先週行われた始業式や入

学式の話においても、そのことに触れていますので、ご一読のうえ、ご理解・ご協力くだ

さいますようお願いいたします。 

『始業式あいさつ』より 

 今年度の長岡小学校は、明日 1年生を迎えますが、児童３４５名、教職員３２名、合計

３７７名で、今日、スタートしました。新たな気持ちで、ここにいる全員で、1 年間頑張

っていきましょう。 

さて、昨年度の長岡小学校の大きな目標はどんな目標だったか、言える人はいますか。

「未来を描き、幸せを創りだせる子供の育成」という目標でした。正直ちょっと難しい目

標でしたね。そこで、今年度は目標を新しくして、先生方だけでなく、みなさんも覚えら

れるようにしました。今年度の目標は「みんなが力のつく楽しい学校」です。全員、今覚

えてください。これからも、時々、聞きますので、忘れないでください。この言葉を合言

葉に、今年度１年間、生きていくうえで必要な大切な力を、みんなで協力しながら、一人

一人つけていきましょう。特にどのような力が大切なのかは、別の機会に別の先生に詳し

く話をしてもらいます。 

また、みなさん、「楽しい学校」って、どんな学校でしょうか。自分だけが楽しい学校で

はなく、みんなが楽しい学校です。昨年度の代表委員会でも、このことについて話し合っ

ていました。今年度も、みなさん一人一人の声や話し合ったことを大切にしながら、本当

の意味で楽しい学校を、みんなでつくっていきましょう。 

私は、今年度、長岡小学校がどのような学校になっていくのか、みなさんがどのように

成長していくのか、本当に楽しみです。ここにいるみんなが本気になれば、やれないこと

はないと思っています。３７７名全員で「みんなが力のつく楽しい学校」を必ずや創って

いきましょう。 

『入学式式辞』より 

本日は、無事、入学式を挙行できますこと、大変うれしく思います。 

５０名の一年生のみなさん、ご入学おめでとうございます。一日体験入学ができません

でしたので、みなさんに会えるのを、本当に心待ちにしていました。 

今日からみなさんは長岡小学校の仲間です。先生方と在校生のお兄さん、お姉さんは、

みなさんの入学をとても楽しみにしていました。コロナ対策のため、今日は、四年生から
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六年生が式に参加し、二・三年生は教室でテレビを通して、一年生の入学をお祝いしてい

ます。 

長岡小学校は、普段の授業や校外学習、運動会などの行事、児童会活動など、楽しいこ

とがたくさんあります。同じ一年生の仲間やお兄さん、お姉さんたちと一緒にする、いろ

んな活動がありますので、楽しみにしていてください。 

それでは、一年生のみなさんに、長岡小学校の仲間になったら大切にしてほしいことを、

一つだけお話しします。それは、「みんなが力のつく楽しい学校」をみんなで創っていきま

しょうということです。在校生のお兄さん、お姉さんには、昨日の始業式で話をしました。

学校のいろんな活動を通して、生きていくうえで必要な大切な力を、みんなで協力しなが

ら、一人一人つけていきましょう。また、自分だけでなく、みんなが楽しい学校を、長岡

小学校の先生方と児童全員でつくっていきましょう。 

さて、保護者の皆様、お子様のご入学、誠におめでとうございます。感染症対策のため、

昨年度に引き続き、このように縮小した形での開催となってしまったこと、申し訳なく思

っております。しかし、コロナウイルスに対し、正しく恐れながら、先ほど子供たちに話

をした、今年度の学校教育目標である「みんなが力のつく楽しい学校」の実現を目指し、

私たち教職員一同、子供たちとともに精いっぱい努力してまいります。 

そのうえで私が大切だと信じ、教員生活を通じ実践していることは、昨年度も同じこと

を申しましたが、我々大人が「転ばぬ先の杖」になるのではなく、発達段階に応じて、転

んだ時の起き上がり方を教えたり、自分で起き上がれるように支援したりするということ

です。私たち教職員や保護者のみなさんがいつまでもずっと横にいて、子供の面倒を見る

ことはできないのです。自立させなければなりません。保護者説明会で申したように、我々

大人が連携・協働して、共に子供たちの未来を考え、生きる力を育んでまいりましょう。

心配なことがございましたら、本校職員に、どうぞ遠慮なくご相談ください。  

結びになりますが、５０名の新入生が、今日から始まる小学校生活を、仲間とともに楽

しく充実したものにできるよう、心からお祈りし、式辞といたします。 


